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帯1水層試験

帯水層の常数たとえば透水(鐙)係数1貯溜係数

(帯水鰯の圧縮率1)1有効閥険率などを測定するための

揚水試験が帯水層試験である萢井戸の適正揚水量1

限界揚水量1比湧出鐙などを測定するためグ)段階試験と

は異なった揚水試験グ)方法が採用される.

窪ず試験のためには測定する帯水層と同じ潜水層

に達する水位の観測井がかたらず必要である.観測

丼の数は多いほどよいが揚水丼に対する観測井の位置

の選定が巷わめて重要である昔地下水の潤養帯から

遠く離れた位置にあって帯水層がぼ昏一様に連続して

いると考えられるような場合には観測井の方向は一応

考慮しなくても差し支えないが地下水酒養帯あるいは

それにごく近接しているまたは湖1い水路などの地表

水体がそばにある場合には慎重につぎのようなことに

注意して観測井を選定する.自然状態における地下水

の流動方向とは別に揚水中に地表水体から浸透補給し

てくる方向が確認できるように観測井を配列し観測井

の間隔はなるべく小さくして数を多くする.

観測デｰタから帯水層の常数を解析する方法には非

平衡法･平衡法があるがその採用にあたってはつぎ

のことを調査しておく.

(1)帯水層の有効層厚

(2)揚水中における地表水体もしくは他の帯水

層かもの濃滋補総の撮膜

(婁)試験申における潮汐1地表水休の水位変化

④井戸水枕の測定

⑤機水属試験のだ削鶏水し

て水11㍑)隣下滋膜療1翼11
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③揚水テスト�




